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　平成28年第１回稲敷市議会臨時会が11月７日（会期１日間）に開かれ
ました。
　市長より提出された議案は、平成28年度一般会計の補正予算の専決処
分案件１件、動産の買入れ案件の１件の計２件で、常任委員会への付託を
省略し、本会議で審議の結果、各議案ともに承認可決されました。

　議会の審査経過及び、議決の結果については下記一覧をご参照ください。

議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第85号
専決処分の承認を求めることに
ついて
平成28年度稲敷市一般会計補正
予算（第５号）

繰越明許費の設定を行うもの
事業名：庁舎再編事業

（桜川地区センター新築工事）
翌年度繰越額：１億5,990万円

― 原案承認
（19：０）

議案第86号 動産の買入れについて
契約金額： 2,570万４千円
契約内容：情報系ネットワーク環境分
離・ＶＤI、ハード・ソフトウェア一式

― 原案可決
（19：０）
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付
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。
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れ
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０
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す
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療
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９
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０
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５
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介
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桜川中学校にて議会報告会を開催
平成28年11月16

日に、桜川中学校
において議会報
告会を開催しまし
た。

当日は、３年生
58名に参加をいた
だき、市議会から
全議員20名、執行
部より坂本教育長、一鍬田教育部長が出席しました。

はじめに、浅野議長から報告会開催の趣旨説明を行い、
次に柳町議会運営委員長より地方議会の役割、稲敷市議会
の概要について説明がありました。

全体での質疑応答の後、生徒、議員を交えた各班に分か
れてのグループディスカッションが行われ、中学生らしく、
素朴な疑問の上に成り立つものや、中学生とは思えぬ視点
からの質問もあり活発な質疑応答が行われました。

その後、給食の試食を行いながらの懇談となりました。
普段、市議会議員との交流がない中学生にとって市議会

や議員の役割について学んで頂ける良い機会となりました。

秋田県男鹿市議会の皆様が来庁

産業建設委員会視察研修報告

11月８日、秋田県男鹿市議会か
ら議会広報特別委員会６名の皆さ
んが、視察研修のため来庁されま
した。

当市議会からは篠田議会だより
編集委員長が出席し、議会事務局
より「いなしき市議会だより」の
編集発行方法等について説明を行
い、活発な質疑応答が交わされま
した。

当委員会は、去る11月24日、事務調査とし
て千葉県香取市の「恋する豚研究所」並びに

「和郷園」にて研修を行いました。
初めに「恋する豚研究所」は、豚肉やハム

等を販売する会社として、2012年2月に設立
されました。販売する商品は、社会福祉法人
福祉楽団の就労継続支援Ａ型の福祉事業の一
つとして障がいのある人たちによって製造さ
れているとのことでありました。農業と福祉
を結び付けた新たな取り組みであり大変参考
となる研修となりました。

次に「和郷園」では、農業の六次産業化の
取り組みついて研修を行い、野菜の生産、野
菜カット工場、
観光農園、レス
トラン、バイオ
マ ス プ ラ ン ト
の見学後、意見
交換を行いまし
た。


